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今月の表紙は、梨の収穫作業に励む多摩区菅北浦の
安藤剛志さん。幸水、豊水など4品種の梨の他、キウ
イフルーツや柿などの果樹と定番野菜を栽培。主力の
梨は畑前で直売や地方発送の他、セレサモス両店に出
荷しています。

今年は天候に恵まれ、暑い日が続いたこともあり、「例
年以上に甘くておいしい梨ができた」と手応えを感じて
います。

これからの時期も、最盛期を迎えた梨の収穫や発送
準備などで忙しい日々が続きます。

≪ 梨の収穫作業 ≫
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今月の
表紙

5日
（水）

廃ビニール・廃プラスチック適正回収
（9時30分～黒川営農団地管理倉庫）

6日
（木）

廃ビニール・廃プラスチック適正回収
（9時30分～子母口書庫センター）

17日
（月）

敬老の日

18日
（火）

感謝の集い （東京国際フォーラム）

19日
（水）

感謝の集い （東京国際フォーラム）

20日
（木）

定例理事会

23日
（日）

秋分の日

24日
（月）

振替休日

25日
（火）

感謝の集い （東京国際フォーラム）

26日
（水）

感謝の集い （東京国際フォーラム）

※日程等は変更されることがあります

9月の行事予定
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都市農業と生産緑地の未来

良好な都市環境の形成に欠かせない生産緑地。平成34年には現行の
生産緑地法に基づいた指定が初めて行われてから30年が経過します。
指定後30年を経過した生産緑地は、市町村に買取りの申し出ができる
ようになり、多くは不動産市場に流れ、大幅に農地が減少することが懸
念されています。

こうした動向を踏まえ、今号では、農地等をめぐる制度の変遷を振り
返り、昨年6月に改正された生産緑地法等の内容と市内農業の発展に向
けたＪＡや川崎市の取り組みを紹介します。かわさき農業の未来を考
えるきっかけとして参考にしていただければと思います。

※なお、今特集における平成31年度以降の表記に関しては、
　新元号が未発表のため、現在の和暦で掲載しております。 ）（
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都市農業を取り巻く制度の変遷
昭和43年 昭和45年 昭和48年 昭和49年 昭和50年 昭和57年 平成3年 平成21年

高度経済成長期 安定成長期 バブル期 低成長時代

「
農
地
法
」改
正

〜「
自
作
農
主
義
」か
ら「
耕
作
者
主
義
」へ
。

農
地
の
有
効
活
用
を
促
進
。

「
生
産
緑
地
法
」改
正

〜
三
大
都
市
圏
特
定
市
市
街
化
区
域

内
農
地
が「
生
産
緑
地
」・「
宅
地
化
農

地
」に
区
分
さ
れ
る
。

「
長
期
営
農
継
続
農
地
制
度
」創
設

〜
一
定
期
間
以
上
の
営
農
継
続
を
要

件
に
、固
定
資
産
税
額
の
一
部
の
徴

収
を
猶
予・免
除
。（
92
年
廃
止
）

「
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
」創
設

〜
全
て
の
農
地
が
制
度
対
象
と
な

る
。猶
予
期
限
は
一
律
20
年
に
。（
そ

の
後
度
々
改
正
）

「
生
産
緑
地
法
」公
布

〜
一
定
要
件
に
合
致
す
る
市
街
化
区

域
内
農
地
の
固
定
資
産
税
を
減
免
。

但
し
、対
象
は
極
め
て
限
定
的
。

「
地
方
税
法
」改
正

〜
三
大
都
市
圏
市
街
化
区
域
農
地
の

一
部
で
宅
地
並
み
課
税
が
始
ま
る
。

「
農
地
法
」改
正

〜
市
街
化
区
域
内
農
地
の
転
用
が「
許

可
制
」か
ら「
届
出
制
」に
変
わ
る
。

「
都
市
計
画
法
」公
布

〜
線
引
き
が
始
ま
る
。こ
れ
に
よ
り
、

「
市
街
化
区
域
」・「
市
街
化
調
整
区
域
」

が
誕
生
。

「市街化区域」の誕生。宅地不足の情勢下、
「宅地並み課税」・「転用届出制」が

制度化される

高騰を続ける税額に対し、
各種の軽減制度が
措置される

宅地化する農地・保全する農地を
明確に色分け

（三大都市圏のみ）

神奈川県における市街化区域内農地の動き

市街化区域内農地（県内）

生産緑地地区
1,552ha

2,758ha

1,315ha

10,528ha
（ha）
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川崎市内の農地面積

総面積
579.8ha

生産緑地地区内農地
290.7ha

市街化区域内農地
404.6ha

市街化調整区域内農地
175.2ha

宅地並課税農地
（宅地化農地）
113.9ha

資料：JA グループ神奈川「改正生産緑地法に係る当面の対応について」

資料：平成30年度版わたしたちのくらしと神奈川県の農林水産業

資料：平成27年固定資産概要調書、
川崎農業振興地域整備計画（平成25年12月改定）、

川崎都市計画生産緑地地区の変更（平成26年12月告示）

都
市
農
地
を
め
ぐ
る
歴
史

高
度
経
済
成
長
に
お
け
る
市
街
地
の

拡
大
・
農
地
の
荒
廃
を
背
景
に
、
都
市

の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
目

的
と
し
て
昭
和
43
年
に
都
市
計
画
法
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
都
市
農
地

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
同
法
な
ら
び
に

そ
の
関
連
法
制
・
税
制
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

同
法
の
制
定
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
の

が
「
区
域
区
分
制
度
（
線
引
き
）」。
同

制
度
の
誕
生
に
よ
り
、「
市
街
化
区
域
」

と
「
市
街
化
調
整
区
域
」
と
い
う
概
念

が
登
場
し
ま
し
た
が
、
市
街
化
区
域
に

多
く
の
農
地
が
取
り
こ
ま
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
多
く
の
問
題
が
引
き
起
こ
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
街
化
調
整
区
域
は
、「
市
街
化
を

抑
制
す
べ
き
区
域
（
都
市
計
画
法
第
７

条
）」。
市
街
化
区
域
は
、
市
街
地
を
形

成
し
て
い
る
区
域
及
び
「
お
お
む
ね
10

年
以
内
に
優
先
的
か
つ
計
画
的
に
市
街

化
を
は
か
る
べ
き
区
域
（
都
市
計
画
法

第
７
条
）」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
市
街
化
区
域
内
の
農
地
は
、
開
発

を
控
え
た
一
時
的
な
状
態
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
、
こ
の
認
識
に
沿
っ
て
法
制
・

税
政
上
の
措
置
が
追
従
さ
れ
ま
し
た
。

生
産
緑
地
法

高
度
経
済
成
長
期
か
ら
安
定
成
長
期

に
か
け
て
都
市
部
で
は
、
農
地
や
緑
地

が
宅
地
に
転
用
さ
れ
、
住
環
境
の
悪
化

な
ど
の
問
題
が
起
き
ま
し
た
。

農
地
の
有
す
る
環
境
機
能
な
ど
を
考

慮
し
、農
業
と
の
調
整
を
は
か
り
つ
つ
、

良
好
な
都
市
環
境
を
形
成
す
る
た
め
、

昭
和
49
年
に
生
産
緑
地
法
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
同
法
で
は
、
市
街
化
区
域
内

で
第
一
種
・
第
二
種
（
区
画
整
理
等
の

区
域
内
）生
産
緑
地
地
区
に
分
け
ら
れ
、

指
定
要
件
は
第
一
種
で
は
面
積
１
ha
以

上
、買
取
り
申
出
は
指
定
後
10
年
経
過
。

第
二
種
で
は
面
積
２
０
０
㎡
以
上
、
買

取
り
申
出
は
指
定
後
５
年
経
過
と
な
り

ま
し
た
。

指
定
を
受
け
る
と
一
般
農
地
並
み
の

税
制
軽
減
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
面
積
基
準
が
厳
し
く
指
定
は

あ
ま
り
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
3
年
に
改
正
さ
れ
る
と
、
指
定

基
準
が
大
幅
に
緩
和
。
第
一
種
・
二
種

の
区
分
が
な
く
な
り
、
面
積
要
件
は

５
０
０
㎡
以
上
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

保
全
す
る
農
地
と
し
て
の
位
置
付
け
を

踏
ま
え
て
、
買
取
り
申
出
開
始
期
間
を

30
年
経
過
後
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
34
年
以
降
に
起
こ
り
得
る
問
題

全
国
に
あ
る
生
産
緑
地
の
約
80
％
が
、

指
定
後
30
年
と
な
る
平
成
34
年
に
期
限

を
迎
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
産

緑
地
以
外
の
市
街
化
区
域
内
農
地
は
一

貫
し
て
減
り
続
け
、
神
奈
川
県
で
は
40

年
の
間
に
70
％
以
上
減
少
し
ま
し
た
。

生
産
緑
地
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
が
、

指
定
解
除
さ
れ
た
場
合
、
市
町
村
が
す

べ
て
の
買
取
り
を
す
る
の
は
困
難
で
、

宅
地
に
転
用
さ
れ
不
動
産
市
場
に
大
量

に
流
出
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

農
地
の
半
分
が
生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ

て
い
る
川
崎
市
も
例
外
で
は
な
く
、
市

内
農
地
が
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
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《これまでの生産緑地地区》

《これからの生産緑地地区》

指定できる農地（総面積で300㎡以上）

農地
100㎡

街区 農地
100㎡

300m以下

街区

農地
100㎡

街区

300m以下

これまで
「物理的に一体的な農地（幅員が概ね6m以下の道
路・水路等が介在する場合を含む）のみを一団の農
地等とする」

これから
「物理的な一体性がない場合でも、
以下の要件を満たすものは一団の農地等とする」

（1）100㎡以上の農地等が一定距離内に複数あり、
　  合計で300㎡以上となるもの

（2） 農地等の間の距離が直線で300m以下であるもの
（3）同一の経営体（所有者）により管理された農地  
　  等であるもの

➡

6m以下の道路

指定できる農地（総面積で500㎡以上）

100㎡

生産者らに改正点を説明

特段の措置を講じるよう川崎市に要請

特集　都市農業と生産緑地の未来

都
市
農
業
の
維
持
振
興
に
向
け

制
度
を
改
正

都
市
農
地
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

る
中
、
国
で
は
、
都
市
農
業
の
安
定
的

な
継
続
を
は
か
る
た
め
、
平
成
27
年
4

月
に｢

都
市
農
業
振
興
基
本
法｣

を
制

定
。
同
基
本
法
に
基
づ
き
、
翌
年
5
月

に
は｢

都
市
農
業
振
興
基
本
計
画｣
が

閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
農
地
は
農
産

物
を
生
産
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
防
災

機
能
や
景
観
形
成
な
ど
農
業
が
持
つ
多

面
的
な
機
能
が
再
評
価
さ
れ
、
都
市
農

業
を
重
要
な
産
業
と
の
位
置
付
け
を
明

確
に
し
て
い
ま
す
。
都
市
農
地
を｢

宅

地
化
す
べ
き
も
の｣

か
ら
都
市
に｢

あ

る
べ
き
も
の｣

と
認
識
し
、
担
い
手
の

育
成
や
確
保
、
税
制
上
の
措
置
な
ど
、

都
市
農
業
の
振
興
に
関
し
て
計
画
的
に

講
じ
る
べ
き
施
策
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、
国
で
は
29

年
6
月
に
は
生
産
緑
地
法
の
一
部
を
改

正
。
生
産
緑
地
指
定
に
お
け
る
面
積
要

件
の
緩
和
な
ど
、
都
市
農
業
の
現
状
に

沿
っ
た
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

市
内
農
業
経
営
に
追
い
風

一
方
で
、
都
市
農
地
を
重
要
と
捉
え

て
い
る
の
は
国
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
Ｊ
Ａ
で
は
、
市
内
生
産
者
が
今
後

も
安
心
し
て
営
農
を
継
続
で
き
る
状
況

を
確
立
す
る
た
め
、
市
内
農
業
の
現
状

に
合
わ
せ
た
条
例
制
定
を
早
期
に
行
う

こ
と
な
ど
、
特
段
の
措
置
を
講
じ
る
よ

う
継
続
的
に
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

国
な
ど
の
動
向
を
受
け
、
川
崎
市
で

は
28
年
2
月
に
新
た
な｢

川
崎
市
都
市

農
業
振
興
計
画｣

を
策
定
。｢

次
代
に

引
継
ぐ
か
わ
さ
き
の
農
業｣

を
基
本
目

標
に
掲
げ
、
市
民
へ
の
農
業
理
解
の
向

上
と
と
も
に
、
市
内
農
業
者
が
今
後
も

安
心
し
て
営
農
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

向
こ
う
10
年
間
を
見
据
え
た
農
業
振
興

の
指
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
29
年
11
月
か
ら
30
日
間
、
多

面
的
な
機
能
を
持
つ
都
市
農
地
の
保
全

を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
、｢

川
崎
市

生
産
緑
地
地
区
の
区
域
の
面
積
要
件
の

緩
和
に
つ
い
て｣

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
。
11
件
の
意
見
等
が
寄
せ

ら
れ
、
全
て
が
面
積
要
件
緩
和
に
前
向

き
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
意
見
等
を
踏
ま
え
た
条
例
案

を
と
り
ま
と
め
、
30
年
3
月
に｢

川
崎

市
生
産
緑
地
地
区
の
区
域
の
規
模
に
関

す
る
条
例｣

を
制
定
し
、
生
産
緑
地
地

区
の
指
定
基
準
等
を
改
正
。
指
定
後
30

年
を
経
過
す
る
生
産
緑
地
の
再
指
定
な

ど
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
緩
和
策
が
と

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
行
の
生
産
緑
地
制
度
の
改
正
に
伴

い
、
Ｊ
Ａ
で
は
い
ち
早
く
生
産
者
に
情

報
を
伝
え
よ
う
と
、
市
と
協
力
し
て
新

制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
。
市
内

農
地
の
保
全
に
向
け
て
、
情
報
を
共
有

し
ま
し
た
。

川
崎
市
内
に
お
け
る
主
な
改
正
点

は
、
次
の
通
り
で
す
。

緑
地
の
指
定
基
準
を
緩
和

平
成
30
年
度
か
ら
の
生
産
緑
地

地
区
の
指
定
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で

５
０
０
㎡
以
上
と
さ
れ
て
い
た
生
産

緑
地
の
面
積
要
件
が
３
０
０
㎡
以
上

と
な
っ
た
他
、
一
団
の
農
地
の
取
り
扱

い
が
次
の
通
り
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
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平成4年
生産緑地に指定

平成30年
特定生産緑地制度開始

平成34年
生産緑地指定から30年経過

死亡故障の場合
買取り申出可能

税制特例措置の適用
・相続税納税猶予の適用
・固定資産税等が農地課税

特定生産緑地として
税制特例措置が継続
■相続税等：納税猶予の適用
■固定資産税等：農地課税

10年毎に更新
することで税
制特例措置が
継続

平成44年
特定生産緑地の指定後10年経過

川
崎
市
生
産
緑
地
の
指
定
開
始

死亡故障の場合
買取り申出可能

いつでも買取り申出が可能

特
定
生
産
緑
地
の

指
定

以降、特定生産緑地の指定は受けられない
いつでも買取り申出が可能
買取り申出するまでは生産緑地としての規制継続
税制特例措置なし（ 激変緩和措置あり）
■相続税等：次の相続における納税猶予の適用なし
激変緩和　既に納税猶予を受けている場合、次の相続までは、現世代に限り猶予継続
■固定資産税等：宅地並み課税
激変緩和　5年間課税標準額に軽減率を乗じる（1年目0.2、2年目0.4、3年目0.6、4年目0.8）

特
定
生
産
緑
地
の

指
定
延
長

ま
た
、
過
去
に
買
取
り
申
出
に
よ
り

生
産
緑
地
を
解
除
し
た
農
地
に
つ
い
て

も
、
①
主
た
る
従
事
者
ま
た
は
そ
の
世

帯
員
に
新
た
な
農
業
従
事
者
が
確
保
で

き
て
い
る
こ
と
、
②
新
た
な
農
業
従
事

者
が
営
農
が
可
能
な
健
康
状
態
で
あ
る

こ
と
、
な
ど
の
基
準
を
満
た
し
、
良
好

な
営
農
状
態
が
将
来
的
に
維
持
さ
れ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
再
指
定

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
指
定
基
準
の
緩
和
に
よ

り
、
相
続
等
に
よ
り
引
き
起
こ
る｢

道

連
れ
解
除｣

の
可
能
性
を
低
く
す
る
と

と
も
に
、
小
規
模
な
農
地
に
つ
い
て

も
新
た
に
生
産
緑
地
に
指
定
で
き
る
な

ど
、
生
産
緑
地
の
指
定
を
受
け
る
幅
が

大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

指
定
後
30
年
を
経
過
す
る
生
産
緑
地

指
定
か
ら
30
年
を
経
過
す
る
生
産
緑

地
は
市
に
買
取
り
申
出
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
が
、
新
た
に
発
生
し
た
相

続
に
対
し
て
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
の

適
用
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
他
、
固
定

資
産
税
評
価
も
宅
地
並
み
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
申
出
期
限
を
10
年
延

長
す
る｢

特
定
生
産
緑
地
制
度｣

が
今

年
の
４
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

特
定
生
産
緑
地
の
申
請
は
、
生
産
緑

地
に
指
定
後
30
年
を
経
過
す
る
ま
で
に

行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
他
、
該
当
地

の
利
害
関
係
者
全
員
の
同
意
等
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
従
来
の
税
制
を
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
10
年
経
過
後

に
は
、
再
び
継
続
の
可
否
を
判
断
で
き

る
他
、
相
続
発
生
時
に
は
次
世
代
が
納

税
猶
予
を
受
け
て
営
農
を
続
け
る
か
買

取
り
申
出
を
す
る
か
な
ど
、
選
択
肢
の

幅
が
広
が
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

い
わ
ば
30
年
間
の
買
取
り
制
限
が
課
さ

れ
て
い
た
生
産
緑
地
を
、
10
年
ご
と
に

先
送
り
に
で
き
る
制
度
と
も
言
え
ま

す
。
同
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
買
取
り

申
出
を
減
少
さ
せ
て
宅
地
転
用
へ
の
対

策
な
ど
、
農
地
を
保
護
す
る
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
設
置
の
制
限
が
緩
和

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
生
産
緑
地
内

の
農
業
用
施
設
の
設
置
制
限
の
緩
和
も

さ
れ
て
い
ま
す
。
従
来
は
、
農
産
物
の

生
産
、
集
荷
、
貯
蔵
、
処
理
な
ど
生
産

に
関
す
る
施
設
の
み
設
置
可
能
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
①
施
設
の
敷
地
を
除

い
た
生
産
緑
地
の
面
積
が
３
０
０
㎡

（
条
例
で
定
め
て
い
る
場
合
は
そ
の
下

限
面
積
）
を
下
回
ら
な
い
こ
と
、
②
施

設
の
敷
地
面
積
が
生
産
緑
地
の
20
％
以

内
で
あ
る
こ
と
、
③
施
設
の
設
置
者
ま

た
は
管
理
者
は
該
当
生
産
緑
地
の
所
有

者
で
あ
る
こ
と
、
④
直
売
所
や
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
地
元
で

生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
調
理
し
て
提
供

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
量
や
金
額
が

概
ね
50
％
以
上
を
基
準
）、
以
上
の
要

件
を
満
た
せ
ば
、
生
産
緑
地
内
に
直
売

所
や
加
工
所
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

が
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

施
設
の
敷
地
に
つ
い
て
は
宅
地
並
み
評

価
と
な
る
他
、
相
続
税
納
税
猶
予
の
対

象
と
な
ら
な
い
た
め
注
意
が
必
要
で

す
が
、
土
地
活
用
の
幅
が
広
が
る
こ
と

で
生
産
者
の
利
益
向
上
に
つ
な
が
る
た

め
、
生
産
緑
地
を
維
持
す
る
た
め
の
有

効
な
改
正
と
い
え
ま
す
。
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都
市
農
業
の
新
た
な
ス
タ
イ
ル

農
地
法
上
、
農
地
は｢

耕
作
の
目
的

に
供
さ
れ
る
土
地｣

と
定
義
さ
れ
、
農

業
用
ハ
ウ
ス
が
建
て
ら
れ
て
い
る
土
地

に
つ
い
て
も
、
地
面
は
常
に
耕
作
可
能

な
状
態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
は
農
業
技

術
の
進
歩
に
よ
り
、水
耕
栽
培
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
温
室
内
の
管
理
な

ど
、
営
農
形
態
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
施
設
や
技
術
を
導
入
す
る
に

は
、
地
面
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
こ

と
で
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
や
湿
度
の
管
理

が
し
や
す
く
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
が
、
現
行
で
は｢

耕
作
で
き

る
土
地｣

で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
生
産
者
は
農
地
転
用
の
許

可
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
他
、
転
用
が

認
め
ら
れ
た
場
合
も
相
続
税
納
税
猶
予

の
対
象
外
と
な
り
、
固
定
資
産
税
も
宅

地
並
み
評
価
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
ハ
ウ
ス

な
ど
の
地
面
を
全
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

し
た
場
合
も
農
地
と
し
て
取
り
扱
う

｢

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法｣

等
の

改
正
法
が
今
年
の
５
月
に
参
院
本
会

議
で
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
施
工
前
に
農
業
委
員
会
に
届

け
る
こ
と
を
条
件
に
農
地
転
用
許
可

を
不
要
と
し
、
税
制
上
の
優
遇
が
継
続

さ
れ
る
よ
う
な
り
ま
す
。
施
設
が
倉

庫
等
に
不
正
利
用
さ
れ
な
い
か
の
懸

念
や
監
視
役
と
な
る
農
業
委
員
へ
の

支
援
策
な
ど
が
焦
点
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
年
内
中
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
改
正
法
で
は
、
農
地
所
有
者
が

相
続
手
続
き
せ
ず
に
死
亡
し
、
所
有
権

が
分
散
し
て
所
有
者
が
不
明
確
な
農
地

を
、
農
地
中
間
管
理
機
構
（
農
地
バ
ン

ク
）
を
通
じ
て
担
い
手
に
集
約
す
る
制

度
も
創
設
さ
れ
ま
す
。
農
地
の
貸
借
に

は
所
有
者
の
過
半
の
同
意
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
制
度
で
は
元
の

所
有
者
の
配
偶
者
と
子
に
限
定
。
戸
籍

な
ど
で
分
か
る
範
囲
で
相
続
人
を
探
し
、

貸
出
す
こ
と
を
半
年
間
公
示
す
れ
ば
過

半
の
同
意
を
得
た
と
み
な
す
他
、
貸
出

期
間
も
５
年
か
ら
20
年
に
延
び
ま
す
。

生
産
緑
地
の
貸
借
が
円
滑
化

｢

都
市
農
地
の
貸
借
の
円
滑
化
に
関

す
る
法
律｣

が
今
年
の
６
月
、
衆
院
本

会
議
で
可
決
、
成
立
し
、
農
地
を
他
人

に
貸
し
て
も
所
有
者
に
返
還
さ
せ
や
す

い
制
度
を
創
設
。
公
布
か
ら
３
か
月
以

内
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
行
の
農
地
法
で
は
、
農
地
の
貸
借

契
約
を
一
度
結
ぶ
と
、
契
約
を
更
新
し

な
い
旨
を
通
知
し
な
い
限
り
更
新
さ
れ

る｢

法
定
更
新｣

が
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
度
農
地
を
貸
出
す
と
、
所
有
者

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
返
し
て
も
ら
え
な
く

な
る
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生

産
緑
地
を
貸
す
と
相
続
税
納
税
猶
予
が

打
ち
切
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
、
実
質
貸

付
け
が
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。

同
法
で
は
、
法
定
更
新
適
用
の
例
外

を
設
け
て
貸
借
期
間
が
終
わ
れ
ば
所

有
者
に
返
却
さ
れ
る
と
と
も
に
、
納

税
猶
予
が
継
続
さ
れ
る
措
置
を
新
設
。

さ
ら
に｢

特
定
都
市
農
地
貸
付
け｣

の
仕
組
み
も
盛
り
込
ま
れ
、
生
産
緑

地
に
限
り
企
業
な
ど
が
市
民
農
園
用

と
し
て
所
有
者
か
ら
直
接
借
り
て
運

営
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
意
欲

の
あ
る
農
業
者
に
貸
す
こ
と
で
、
都

市
農
地
の
維
持
や
有
効
活
用
を
後
押

し
す
る
施
策
と
い
え
ま
す
。

か
わ
さ
き
農
業
の
未
来
に
向
け
て

生
産
緑
地
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
は
も

ち
ろ
ん
、
担
い
手
へ
の
支
援
や
農
地
の

有
効
活
用
な
ど
、
従
来
よ
り
も
生
産
者

や
農
地
に
対
す
る
制
限
が
大
き
く
緩
和

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
34
年
に
30
年
間
の

期
限
を
迎
え
る
多
く
の
生
産
緑
地
へ
の

対
策
と
し
て
、
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
改
正
が
な
さ
れ
る
可
能
性
は

あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
で
は
、
市
内
農
業

に
関
連
す
る
制
度
、
税
制
面
の
変
更
点

な
ど
に
つ
い
て
、
継
続
的
に
情
報
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ

新
た
な
制
度
を
活
用
し
、
市
内
農
業
の

維
持
・
発
展
に
向
け
て
、
生
産
緑
地
の

継
続
と
と
も
に
追
加
申
請
を
前
向
き
に

検
討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

特集　都市農業と生産緑地の未来
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PICK UPPICK UP

セ
レ
サ
モ
ス
麻
生
店
で
は
、
7
月

26
日
か
ら
8
月
23
日
ま
で
の
5
日

間
、
農
業
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
お

う
と
、
小
・
中
学
生
の
親
子
を
対
象

と
し
た「
夏
休
み
親
子
自
由
研
究
セ

レ
サ
モ
ス
へ
Ｇ
Ｏ
！
」を
実
施
。
初

日
は
12
人
が
参
加
し
、
農
業
へ
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
開
店
前
の
出
荷
風

景
や
川
崎
市
が
管
理
す
る
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
畑
を
見
学
。
生
産
者
に「
暑
さ

に
よ
っ
て
収
穫
に
ど
ん
な
影
響
が
出

て
い
る
か
」な
ど
積
極
的
に
質
問
し
、

学
習
意
欲
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
は
、「
店
内
見
学

や
生
産
者
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
地
域
農
業
振
興
大
会

を
７
月
11
日
、
本
店
で
開
き
、
業
態

別
組
織
役
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
２
２

４
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
平
成
28
年
度
に
策

定
し
た
第
二
次
地
域
農
業
振
興
計
画

の
昨
年
度
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
た

他
、
自
己
改
革
の
柱
で
も
あ
る
農
業

総
合
支
援
対
策
事
業
に
つ
い
て
説
明

し
、
組
合
員
へ
一
層
の
活
用
を
促
し

ま
し
た
。

ま
た
、
川
崎
の
新
た
な
農
産
物
ブ

ラ
ン
ド
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」の
新
栽
培

法「
採
り
っ
き
り
栽
培
」を
開
発
し

た
明
治
大
学
農
学
部
や
パ
イ
オ
ニ
ア

親
子
で

　

  

市
内
農
業
を
学
ぶ

エ
コ
サ
イ
エ
ン
ス
株
式
会
社
、
麻
生

区
黒
川
地
区
の
生
産
者
な
ど
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
実
施
。

昨
年
度
に
採
り
っ
き
り
栽
培
の
モ
デ

ル
地
域
と
し
て
栽
培
に
挑
戦
し
た
生

産
者
を
代
表
し
て
梅
澤
正
葊
さ
ん
と

市
川
雅
貴
さ
ん
が
参
加
し
、「
思
っ

て
い
た
よ
り
難
し
い
技
術
は
要
ら
ず
、

出
来
栄
え
や
収
量
も
上
々
だ
っ
た
」

な
ど
と
経
験
談
や
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

同
大
学
の
元
木
悟
准
教
授
は「
多

く
の
方
に
栽
培
し
て
も
ら
い
、
市
内

全
域
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
広
げ
て
ほ

し
い
」と
呼
び
掛
け
、
出
席
者
は
熱

心
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

そ
菜
部
宮
前
支
部
メ
ロ
ン
部
を
代

表
し
、
井
上
國
夫
部
長
が
7
月
10
日

に
本
店
を
訪
れ
、
か
わ
さ
き
農
産
物

ブ
ラ
ン
ド
に
登
録
さ
れ
て
い
る「
宮

前
メ
ロ
ン
」を
贈
呈
し
ま
し
た
。

今
年
は
２
軒
の
生
産
者
が
約
４
５



０
０
個
の
メ
ロ
ン
を
収
穫
。
上
品
な

香
り
と
甘
さ
を
存
分
に
楽
し
め
る
出

来
栄
え
と
な
り
ま
し
た
。

試
食
し
た
原
修
一
組
合
長
は
、「
み

ず
み
ず
し
く
て
と
て
も
お
い
し
い
」

と
絶
賛
。
井
上
部
長
は
、
宮
前
メ
ロ

ン
生
産
者
の
減
少
に
つ
い
て
触
れ
、

「
意
欲
の
あ
る
生
産
者
に
は
栽
培
法

を
教
え
て
伝
統
の
メ
ロ
ン
を
継
承
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
、
新
規
生
産

者
の
増
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。　

贈
呈
式
で
メ
ロ
ン
の

　
　

  

出
来
栄
え
披
露

さ
ら
な
る
市
内
農
業
の
振
興
に
向
け
意
思
を
統
一

生産者に質問する参加者

熱心に耳を傾ける出席者

原組合長にメロンを贈る井上部長

パネルディスカッションを行う参加者
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PICK UPPICK UP

地
産
地
消
を
推
進
し
よ
う
と
、
県

下
一
斉
の
よ
い
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
街
頭

P
R
活
動
を
7
月
5
日
、
小
田
急
線

新
百
合
ヶ
丘
駅
前
で
行
い
ま
し
た
。

キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
な
ど
の
市

内
産
農
産
物
と
、
セ
レ
サ
モ
ス
の

P
R
チ
ラ
シ
な
ど
を
袋
に
入
れ
、
約

1
1
0
0
セ
ッ
ト
を
準
備
。
森
安
男

副
組
合
長
を
は
じ
め
役
職
員
が
声
を

掛
け
な
が
ら
行
き
交
う
市
民
に
手
渡

し
、
市
内
産
農
産
物
の
魅
力
を
P
R

し
ま
し
た
。

果
樹
栽
培
講
習
会
を
7
月
5
日
、

モ
ス
ぴ
ー
ホ
ー
ル
で
開
き
、
組
合
員

ら
54
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

例
年
は
講
義
と
実
技
指
導
を
同

時
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は

時
間
を
か
け
て
講
義
の
み
を
行
い
ま

し
た
。
講
習
会
は
ミ
カ
ン
、
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
な
ど
4
品
目
が
対
象
で
、

J
A
の
片
木
新
作
営
農
技
術
顧
問
ら

が
講
師
を
担
当
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
例

を
紹
介
し
な
が
ら
品
種
の
特
徴
や
整

枝
方
法
、
病
害
虫
防
除
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。
受

講
者
は
、「
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、

今
後
の
栽
培
に
役
立
て
た
い
」と
技

術
の
向
上
に
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
19
日
に
は『
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
梨

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』
の
メ
ン
バ
ー
9
人

が
梨
園
を
巡
回
し
、
栽
培
管
理
な
ど

に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
9
か
所
の
園
内
の
管
理

状
況
や
着
果
数
、
実
の
大
き
さ
な
ど

生
育
具
合
を
確
認
。
暑
い
時
期
は

ダ
ニ
が
発
生
し
や
す
い
た
め
、
園
内

を
風
通
し
の
良
い
状
態
に
整
え
る
と

い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
応
じ
た

対
策
や
摘
果
の
適
正
個
数
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

代
表
の
齋
藤
彰
さ
ん
は
、「
今
後

も
仲
間
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
互
い

に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

第
21
回
J
A
セ
レ
サ
川
崎
夏
季
農

産
物
品
評
会
を
7
月
7
日
、
セ
レ
サ

モ
ス
宮
前
店
で
行
い
ま
し
た
。

直
前
の
強
風
の
影
響
も
あ
り
、
前

回
よ
り
も
出
品
点
数
は
減
り
ま
し
た

が
、
ト
マ
ト
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
計

1
8
6
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

J
A
の
営
農
技
術
顧
問
ら
8
人

が
、
実
の
大
き
さ
や
色
つ
き
な
ど
品

種
の
特
性
を
考
慮
し
て
厳
正
に
審

査
。
59
点
を
優
秀
賞
や
優
良
賞
な
ど

に
選
び
ま
し
た
。

審
査
後
は
出
品
物
の
一
般
観
覧
や

即
売
を
行
い
、
多
く
の
来
場
者
が
品

質
の
高
い
市
内
産
農
産
物
を
買
い
求

め
て
い
ま
し
た
。

（
優
秀
賞
の
受
賞
者
名
は
21
頁
に
掲
載
）

品
評
会
で
技
術
の
高
さ
を
競
う

市
内
産
農
畜
産
物
を
Ｐ
Ｒ

品
質
向
上
に
向
け
知
識
を
深
め
る

新鮮な市内産農産物を市民に手渡す森副組合長

実物で説明する片木顧問

出品物を審査する審査員

生育具合を確認するメンバー

9 CERESA No.251



PICK UPPICK UP

か
わ
さ
き
そ
だ
ち
料
理
教
室
を
7

月
24
日
、
モ
ス
ぴ
ー
ホ
ー
ル
で
開
き
、

29
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ふ
る
さ
と
の
生
活
技
術

指
導
士
10
人
が
講
師
を
担
当
。「
ナ
ス

は
火
が
通
り
や
す
い
よ
う
に
斜
め
に

切
り
込
み
を
入
れ
て
」な
ど
と
調
理
の

ポ
イ
ン
ト
や
手
順
を
説
明
し
て
か
ら

作
業
を
始
め
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
講
師
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
ト
マ
ト
や
卵
な
ど
を
使
っ
た
中

華
う
ど
ん
や
が
ん
も
ど
き
な
ど
計
4

品
に
挑
戦
。
慣
れ
た
手
つ
き
で
具
材
を

カ
ッ
ト
し
て
手
際
よ
く
料
理
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

完
成
後
は
み
ん
な
で
一
緒
に
食
べ
、

市
内
農
業
に
つ
い
て
の
質
問
を
す
る
な

ど
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
地
場
産
農

畜
産
物
を
堪
能
し
ま
し
た
。

花
卉
部
は
7
月
19
日
、
稲
城
市
の

よ
み
う
り
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
、
全
4

支
部
合
同
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
初
め

て
開
き
ま
し
た
。
同
部
員
ら
16
人
が

参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
な
が
ら

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

同
コ
ン
ペ
は
、
普
段
関
わ
り
の
少

な
い
他
支
部
と
の
つ
な
が
り
を
強
化

し
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
市
内

花
き
栽
培
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い

こ
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
互
い
に
応
援
し
合
い
な

が
ら
18
ホ
ー
ル
回
り
、
和
気
あ
い
あ

い
と
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

プ
レ
ー
後
に
は
各
地
区
の
花
き
栽

培
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
意

見
を
交
わ
し
、
支
部
を
超
え
た
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

中
原
支
店
は
、
夏
野
菜
の
収
穫
体

験
と
料
理
教
室
を
７
月
24
日
、
中
原

区
下
小
田
中
の
小
島
正
夫
さ
ん
の
畑

で
行
い
、
市
内
の
小
学
生
15
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

児
童
は
、
収
穫
方
法
の
説
明
を
受

け
て
か
ら
ト
マ
ト
と
ピ
ー
マ
ン
を
収

穫
。「
大
き
い
の
が
と
れ
た
」な
ど

と
夢
中
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

体
験
後
は
同
支
店
で
、
収
穫
し
た

野
菜
を
使
っ
て
カ
レ
ー
な
ど
３
品
の

料
理
に
挑
戦
。
タ
マ
ネ
ギ
を
切
っ
た

際
に
目
が
し
み
る
な
ど
苦
戦
し
な
が

ら
も
、
料
理
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

児
童
は
、「
自
分
が
収
穫
し
た
野

菜
で
作
っ
た
料
理
は
と
て
も
お
い
し

い
」と
、
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
女
性
部
日
吉
支
部
は
７
月

25
日
、
日
吉
支
店
で
料
理
教
室
を
開

き
、
女
性
部
員
ら
30
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
ふ
る
さ
と
の
生
活
技
術
指
導

士
の
新
堀
智
恵
子
さ
ん
が
講
師
を
務

め
、
ト
マ
ト
な
ど
夏
野
菜
を
使
っ
た

料
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

部
員
は
各
班
に
分
か
れ
、
モ
ロ
ヘ

イ
ヤ
を
茹
で
て
細
か
く
刻
ん
だ
り
、

調
味
料
の
分
量
に
注
意
し
、「
夏
に

ぴ
っ
た
り
」な
ど
と
楽
し
く
話
し
な

が
ら
調
理
。
ニ
ン
ジ
ン
ご
は
ん
の
肉

巻
き
お
に
ぎ
り
な
ど
４
品
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

完
成
後
は
全
員
で
試
食
。
調
理
の

手
順
な
ど
を
確
認
し
合
い
な
が
ら
旬

の
野
菜
を
堪
能
し
ま
し
た
。

市
内
産
野
菜
を
味
わ
い

　

  

地
産
地
消
を
推
進

初
の
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

で

　
　
　

 

交
流
を
深
め
る

収
穫
体
験
と
料
理
で
旬
の
野
菜
を
堪
能

手際よく作業を進める参加者

親睦を深めた花卉部員ら

生産者と交流する参加者（中原支店）

協力して料理する女性部員（日吉支店）
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PICK UPPICK UP

セ
レ
サ
ひ
ま
わ
り
会
の
集
い
を
7

月
5
日
か
ら
20
日
ま
で
の
6
日
間
、

市
内
4
会
場
で
12
公
演
行
い
ま
し
た
。

約
8
4
0
0
人
の
会
員
が
も
の
ま
ね

や
歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
、
開
始
に
あ
た
り
役

員
よ
り
日
頃
の
ご
愛
顧
に
対
す
る
お

礼
と
と
も
に
、
各
事
業
が
順
調
に
推

移
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

お
楽
し
み
の
演
芸
シ
ョ
ー
で
は
、

ゆ
う
ぞ
う
さ
ん
が
も
の
ま
ね
を
披
露

し
、
会
場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
ま
た
メ
イ
ン
に
は
紅
白
歌
合

戦
に
も
出
場
し
て
い
る
日
野
美
歌
さ

ん
が
登
場
。
ス
テ
ー
ジ
か
ら
降
り
て

握
手
を
交
わ
す
な
ど
し
て
会
場
を
盛

り
上
げ
、
代
表
曲「
氷
雨
」な
ど
計

12
曲
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

抜
群
の
歌
唱
力
と
迫
力
あ
る
歌
声

に
会
場
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
、
会
員
は

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

「
あ
ぐ
り
っ
こ
農
園
」の
利
用
者
を

対
象
と
し
た
交
流
会
を
7
月
7
日
と

8
日
、
同
園
五
月
台
と
梶
ヶ
谷
で
開

き
ま
し
た
。
両
日
合
わ
せ
て
15
組
47

人
の
利
用
者
が
と
れ
た
て
野
菜
を
堪

能
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

同
園
は
、
遊
休
農
地
の
解
決
策
の

一
つ
と
し
て
、
平
成
29
年
に
開
園
。

生
産
者
や
J
A
職
員
に
よ
る
栽
培

指
導
の
他
、
農
具
の
レ
ン
タ
ル
な

ど
年
間
を
通
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
ら
れ
る
た
め
、「
農
業
初
心
者
で

も
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
」と
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

7
日
に
は
、
10
組
33
人
の
利
用
者

が
参
加
。
始
め
に
、
梶
稔
副
組
合
長

が「
農
業
の
醍
醐
味
で
あ
る
収
穫
を

楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
、
市
内

農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
は
自
分
の
区
画
に
分
か
れ
、

「
大
き
い
キ
ュ
ウ
リ
が
と
れ
た
」な

ど
と
話
し
な
が
ら
手
際
よ
く
夏
野
菜

を
収
穫
し
ま
し
た
。

昼
食
に
は
、
自
分
た
ち
が
収
穫
し

た
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
を
ト
ッ

ピ
ン
グ
し
て
ピ
ザ
を
作
成
。「
ト
マ

ト
が
甘
く
て
お
い
し
い
」な
ど
と
笑

顔
で
ほ
お
ば
り
、
と
れ
た
て
野
菜
を

味
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
野
菜
の
重

さ
当
て
ク
イ
ズ
も
行
い
、
参
加
者
全

員
が
交
流
を
深
め
な
が
ら
畑
で
楽
し

い
1
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

親
子
で
農
園
を
利
用
し
て
い
る
参

加
者
は
、「
自
分
で
育
て
た
野
菜
は

子
ど
も
も
い
つ
も
以
上
に
食
べ
て
く

れ
る
の
で
う
れ
し
い
」と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

自
民
党
川
崎
市
議
団
と
の
予
算
要

望
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
7
月
4
日
、
川
崎
市

役
所
で
行
い
、
市
議
会
議
員
や
J
A

役
職
員
ら
20
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

J
A
は
、
生
産
緑
地
の
貸
借
な
ど

に
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
が
適
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
触
れ
、

農
業
用
施
設
用
地
も
制
度
の
対
象
と

す
る
こ
と
や
、
市
民
防
災
農
地
に
係

る
独
自
の
予
算
編
成
な
ど
6
項
目
を

ひ
ま
わ
り
会
の
集
い
で
歌
と
笑
い
を
満
喫

要
望
実
現
に
向
け

　

  

活
発
に
意
見
交
換

と
れ
た
て
野
菜
で
交
流
を
深
め
る

要
望
。
議
員
ら
は
都
市
農
地
が
担
う

役
割
の
重
要
性
を
受
け
、
要
望
の
実

現
に
向
け
て
理
解
を
示
し
ま
し
た
。

ステージを降りて観客と握手を
する日野さん活発に意見を交わす出席者

丹精して育てた野菜を収穫する親子

畑でピザ作りを楽しむ親子
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おいしそうな品々
イボとり地蔵？！

親鸞聖人像自家製コーナー

人気の
自家製
メンチカツ

栗木っちん 常念寺4 5

5

今
回
は
小
田
急
多
摩
線
栗
平
駅
で

下
車
し
、
南
口
か
ら
街
歩
き
へ
出
発
し

ま
す
。

改
札
を
出
て
右
手
側
に
歩
き
ま
す
。

信
号
を
越
え
て
公
園
を
左
に
曲
が
り
、

し
ば
ら
く
住
宅
地
を
歩
き
進
む
と
、

「
林
清
寺
」
に
着
き
ま
し
た
。
境
内
の

風
景
を
眺
め
な
が
ら
厳
か
な
気
持
ち

で
本
堂
を
参
拝
し
ま
し
た
。

寺
を
後
に
し
て
再
び
歩
き
進
め
る

と
、
見
上
げ
る
ほ
ど
大
き
な
石
碑
を

見
つ
け
ま
し
た
。
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
ひ

と
際
目
立
つ
社
殿
が
！
神
社
の
方
に

話
を
伺
う
と
、「
地
域
の
末
永
い
平
和

と
繁
栄
の
御
加
護
を
願
い
栗
木
御
嶽

神
社
の
名
が
つ
い
た
」
と
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
神
社
で
は
年
間
を
通

し
て
様
々
な
行
事
も
行
わ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

次
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
考
え
て
い

る
と
地
域
の
方
が
「
地
酒
専
門
店
が

あ
る
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
早

速
向
か
っ
て
み
ま
す
♪

住
宅
地
を
進
む
と
、「
飯
草
酒
店
」

の
看
板
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
店
内
に

入
り
、
店
主
の
お
す
す
め
の
お
酒
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で

は
お
酒
だ
け
で
な
く
、
前
掛
け
や
T

シ
ャ
ツ
も
販
売
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

店
を
出
る
と
、
隣
に
「
お
に
ぎ
り
」

や
「
お
惣
菜
」
の
の
ぼ
り
旗
を
発
見
！

ち
ょ
う
ど
お
腹
も
す
い
た
の
で
、
惣
菜

や
カ
レ
ー
な
ど
を
購
入
し
、
そ
の
場
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
腹
を
満
た
し
、
街
歩
き
を
再
開

し
ま
す
。
す
る
と
、「
常
念
寺
」
に
到

着
し
ま
し
た
。
境
内
の
親
鸞
聖
人
像

や
六
地
蔵
を
拝
見
し
た
と
こ
ろ
で
今

回
の
街
歩
き
は
終
了
。

地
域
に
親
し
ま
れ
る
場
所
を
訪
ね
、

歴
史
を
肌
で
感
じ
た
1
日
と
な
り
ま

し
た
。

「大人から子どもまで
気軽に立ち寄れる店
にしたい」との思いで
2017年6月 に オ ー
プンしました。約40
種類の惣菜やおにぎ
り、カレーライスなど
を販売しています

惣菜がずらりと並ぶ店内
には、子どもに人気の駄菓
子コーナーやイートイン
スペースも設けてあるの
で、買った商品をその場で
食べることもできます

セレサモスや店主の畑で採れ
た野菜を使った手作りの商品
が並んでいます 浄土真宗本願寺派の寺院。創建当時の本堂

は江戸時代中期に焼失し、明和年間に現在の
本堂が再建されました。七間四面の本堂内
部は内陣・余間・外陣の三室からなり、内陣と
外陣の間には矢来という木棚の仕切りを置
き、中陣と称した江戸時代独特の様式。この
ように浄土真宗の建築様式を残しているも
のは珍しく貴重なものといわれています

六地蔵の頭をつげ櫛で
撫で、その櫛をイボにつ
けるとイボが取れるとし
て信仰されています

▪所 麻生区栗木1-1-1 フィーム１Ｆ
▪営 11：00～19：30 ▪休 年末年始 ▪所 麻生区栗木203

栗平駅

J A栗平支店
小田急多摩線

常念寺

栗木・栗木台を歩く
歴史を感じる街歩き

麻生区栗木・栗木台
麻生区の北西部に位置し、小田急多
摩線が走る多摩丘陵地帯。東京都稲
城市、町田市と隣接しており、住宅が
多い地域であるとともに、山林や農
地も多く残されている。

川崎探検隊
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立
派
な
鳥
居
！

ど
ん
ど
焼
き

店主おすすめ

種類豊富な果実酒
新鮮な朝どれ野菜

店主とＮＰＯ法人ひこばえが共同生
産した野菜も売っています。8～9
月はジャガイモやタマネギがおすす
めです

林清寺

栗木御嶽神社

地方名酒専門店　飯草酒店

1

2

3

1

2
3 4

バス停
柿生霊園入口

1590年に真言宗の寺として建立されましたが、寺門荒廃
のため長津田大林寺五代僧春朔により1654年に曹洞宗
に改め開山。また、1966年には寺の裏山に「柿生霊園」を
開設しました

▪所  麻生区栗木台1-15-1

1920年に境内を拡張し、八雲社と御嶽神社を合併し、御嶽
神社の名を残しました。厄除けや縁結びに御利益があると
いわれています。

小正月の火祭り行事で、焼いた団子
を食べて一年の無病息災を願います

1865年にオープンした名酒専門店。全国
の地酒を取り扱い、常時300種類以上の日
本酒と100種類以上の焼酎や果実酒などが
店内に並んでいます。「名前で選ぶな、内容
で選べ」を座右の銘に、味わい豊かな酒類を
販売しています

女性に人気の梅酒やモモ、スイカなどの
リキュールも販売しています

▪所 麻生区栗木1-10-1

▪所 麻生区栗木1-1-1 　▪営 10：00～19：00　▪休 不定期 

常念寺

林清寺

栗木御嶽神社

栗木御嶽神社
入口

バス停
栗木

地方名酒専門店 飯草酒店
栗木っちん

左からＡＫＡＢＵ （純米酒）、
黒龍（純米吟醸）、冽（純米大
吟醸）

13 CERESA No.251



ん

ひゅ
まう

Human

初
め
て
バ
イ
ク
に
乗
っ
た
の
は
高
校

で
天
台
宗
の
教
儀
な
ど
を
学
び
、
大
学

進
学
後
2
年
目
の
時
。全
身
で
風
を
切
っ

て
走
る
爽
快
感
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

子
育
て
が
落
ち
着
い
た
10
年
ほ
ど
前

に
初
め
て
大
型
バ
イ
ク
を
購
入
。
今
ま

で
と
違
う
馬
力
や
加
速
力
に
気
持
ち
が

高
揚
し
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国

各
地
を
駆
け
抜
け
、
1
日
で
7
0
0
㎞

以
上
走
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

2
年
前
に
は
山
道
や
林
道
な
ど
オ

フ
ロ
ー
ド
を
走
る
た
め
、
ホ
ン
ダ
の

C
R
F
1
0
0
0
L 

A
f
r
i
c
a 

T
w
i
n
を
新
た
に
購
入
。
慣
れ
な
い

未
舗
装
の
道
路
な
ど
で
は
転
倒
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
も
全
身
で
2
0
0
㎏
以
上
の
バ
イ

ク
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
徐
々
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
疲
労
は

あ
り
ま
す
が
、
走
り
切
れ
た
時
の
達
成

感
は
と
て
も
心
地
良
い
で
す
。

同
じ
趣
味
を
持
つ
お
檀
家
さ
ま
と
の

ツ
ー
リ
ン
グ
も
楽
し
み
の
1
つ
。
多
い

時
に
は
6
人
ほ
ど
集
ま
り
、
比
叡
山
延

暦
寺
な
ど
各
地
の
お
寺
を
参
拝
し
な
が

ら
、
景
観
や
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど
を
満

喫
し
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
運
転
技
術
を
磨
き
な
が
ら
、

仲
間
と
の
ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い

き
ま
す
。

天台宗西福寺第 34 世
住職。バイクの他に、蓮
の栽培に力を入れていま
す。植え替えや施肥など
年間を通して管理。多く
の人が穏やかに参拝でき
るよう心掛けています。

高津区梶ヶ谷
相馬�觀順さん

PROFILE

ＩＴＳＵ

私の好きなこと

技術を磨き
　全国を駆け抜ける
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ん

ひゅ
まう

Human

地
域
住
民
の
食
を
支
え
る

宮
前
区
菅
生 

関
口
　
俊
夫
さ
ん

義
父
が
経
営
す
る
精
米
店
で
修
業

を
積
ん
だ
後
、
50
年
ほ
ど
前
に
独
立
し

て
菅
生
に
米
店
を
開
業
。
後
継
者
不
足

な
ど
か
ら
今
で
は
近
隣
に
米
店
は
少
な

く
、
地
域
に
欠
か
せ
な
い
町
の
米
店
と

し
て
長
年
大
き
な
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

い
ざ
出
店
を
決
め
た
も
の
の
、
当
時

の
米
穀
業
は
国
へ
の
登
録
制
。
許
可
が

下
り
る
８
０
０
人
以
上
の
顧
客
名
簿
を

作
成
す
る
た
め
、
飛
び
込
み
営
業
を
始

め
ま
し
た
。
当
初
は
こ
の
地
で
の
馴
染
み

が
ま
だ
薄
く
、
ラ
イ
バ
ル
店
と
の
競
合

か
ら
門
前
払
い
を
受
け
る
な
ど
苦
労
の

連
続
。
そ
れ
で
も｢

日
本
人
に
欠
か
せ

な
い
米
を
届
け
た
い｣

と
の
一
心
で
朝

か
ら
晩
ま
で
訪
問
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

小
ま
め
に
足
を
運
ん
で
い
る
う
ち
に

顔
馴
染
み
も
増
え
、
あ
い
さ
つ
な
ど
些

細
な
会
話
も
増
加
。｢

困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
ら
何
で
も
相
談
し
て｣

な
ど
と

積
極
的
に
話
し
掛
け
、
時
に
は
新
住
民

の
引
っ
越
し
を
手
伝
い
な
が
ら
信
頼
関

係
を
築
き
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

順
調
に
顧
客
を
増
や
し
て
仕
事
に
励

ん
で
き
た
中
、
25
年
ほ
ど
前
に
全
国
的

な
米
不
足
が
発
生
。
米
を
求
め
る
お
客

さ
ん
に
対
応
し
き
れ
ず
悔
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
。
そ
ん
な
経
験
を
糧
に
、｢

二

度
と
同
じ
こ
と
は
繰
り
返
さ
な
い｣

と
、

７
年
前
の
東
日
本
大
震
災
時
に
は
問
屋

と
交
渉
を
重
ね
て
顧
客
分
は
何
と
か
確

保
。｢

頼
り
に
な
る｣

な
ど
の
声
を
受
け
、

お
客
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
た
こ
と

に
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

最
近
で
は
ス
ー
パ
ー
の
出
店
な
ど
に

よ
り
徐
々
に
規
模
を
縮
小
し
ま
し
た

が
、
配
達
の
際
に
は
米
を
使
っ
た
レ
シ

ピ
を
添
え
た
り
要
望
に
応
じ
て
の
し
も

ち
を
作
る
な
ど
、
よ
り
お
客
さ
ん
に
寄

り
添
う
経
営
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
に
密
着
し
な
が
ら｢

お

客
さ
ん
の
食
を
支
え
て
い
き
た
い｣

と
、

２
代
目
の
息
子
と
親
子
二
人
三
脚
で
米

を
届
け
て
い
き
ま
す
。
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●エダマメ・・・・・・・・・200g
●ニンジン・・・・・・・・1/3本
●ジャガイモ・・・・・・・・・3個
●卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個

●塩、コショウ・・・・・・・適量
●サラダ油・・・・・・・・・・適量
●小麦粉・・・・・・・・・・・・・適量
●パン粉・・・・・・・・・・・・・適量

①エダマメは塩茹でして、さやから出す。ニンジンは小さ
く切ってから茹でる。
②ジャガイモは小さく切って茹で、熱いうちにつぶす。
③①と②を混ぜ、塩、コショウを振って混ぜたら成形する。
④小麦粉、卵、パン粉の順に衣をつけ、180℃に熱した油
で、きつね色になるまで揚げたら、できあがり。

作り方

エダマメコロッケ

材料（6個分）

SHOKU NOU

休みができると、富士山など関東
近郊の名所へドライブに出掛け、景色
やグルメを楽しんでいます。また、読
書も好きで最近はミステリー小説に
熱中。朝から読み漁り気がつくと日が
暮れていることもあります。

Power's Voice

両
親
が
守
っ
て
き
た
梨
園
。
母
が
病
気

で
、
農
作
業
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を

機
に
就
農
し
て
33
年
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
収
穫
や
配
送
な
ど
の

手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
格
的
に

就
農
し
て
み
る
と
、
剪
定
や
摘
果
、
収
穫

な
ど
１
年
か
け
て
行
う
梨
栽
培
は
、
想
像

以
上
に
過
酷
。
毎
日
当
た
り
前
の
よ
う
に

作
業
を
行
っ
て
い
た
両
親
の
苦
労
を
痛
感

し
ま
し
た
。

父
と
の
作
業
や
果
樹
栽
培
講
習
会
で
知

識
と
技
術
を
磨
く
中
、
父
か
ら
「
人
と
同

じ
こ
と
を
し
て
も
同
じ
結
果
し
か
生
ま
れ

な
い
」
と
の
教
え
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
の

栽
培
方
法
と
比
較
し
な
が
ら
、
新
し
い
や

り
方
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
農
園
で
は
「
幸
水
」
な
ど
複
数
品
種

の
栽
培
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
限
ら
れ
た

畑
と
人
員
で
効
率
良
く
作
業
を
行
う
た

め
、
10
年
ほ
ど
前
に
方
針
を
転
換
。
栽
培

軒
数
が
少
な
く
、
８
月
中
旬
頃
か
ら
収
穫

で
き
る
大
玉
の「
稲
城
」１
品
種
に
絞
り
、

徐
々
に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。

更
新
作
業
を
進
め
る
中
、
耐
病
性
が
備

わ
っ
て
い
な
い
若
い
樹
の
白
紋
羽
病
に
よ

る
被
害
を
ど
こ
ま
で
防
げ
る
か
が
大
き
な

課
題
。
菌
が
根
を
腐
敗
さ
せ
樹
を
枯
ら
し

て
し
ま
う
上
、
植
え
替
え
時
に
は
、
地
中

に
残
る
感
染
し
た
根
を
取
り
除
か
な
い
と

再
発
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
感
染
時

期
は
樹
に
よ
っ
て
異
な
り
、
発
見
が
遅
れ

て
初
収
穫
ま
で
後
一
歩
の
と
こ
ろ
で
枯
れ

て
し
ま
っ
た
苦
い
経
験
も
味
わ
い
ま
し

た
。
被
害
を
抑
え
る
た
め
、
防
除
を
徹
底

す
る
他
、
日
々
の
観
察
に
余
念
が
な
く
、

大
き
な
実
を
つ
け
て
無
事
に
収
穫
を
迎
え

た
時
は
、
安
堵
と
同
時
に
大
き
な
達
成
感

を
得
ま
し
た
。

現
在
、
16
㌃
の
梨
園
で
栽
培
し
て
い
る

「
稲
城
」
は
、
自
宅
前
で
直
売
と
地
方
発

送
を
実
施
。「
大
き
く
て
甘
い
」と
好
評
で
、

父
の
代
か
ら
の
常
連
客
だ
け
で
な
く
、
新

し
い
お
客
さ
ん
も
増
え
、
手
応
え
を
感
じ

て
い
ま
す
。

今
後
も
お
客
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
梨
を
手

掛
け
る
と
と
も
に
、
自
分
な
り
の
や
り
方

で
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
梨
園
を
守
っ

て
い
き
ま
す
。

『
自
分
な
り
の
や
り
方
で

　
　
　
　
梨
園
を
守
り
継
ぐ
』

多
摩
区
菅
稲
田
堤
　
樋
山 

満
さ
ん
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●エダマメ・・・・・・・・・200g
●ニンジン・・・・・・・・1/3本
●ジャガイモ・・・・・・・・・3個
●卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個

●塩、コショウ・・・・・・・適量
●サラダ油・・・・・・・・・・適量
●小麦粉・・・・・・・・・・・・・適量
●パン粉・・・・・・・・・・・・・適量

①エダマメは塩茹でして、さやから出す。ニンジンは小さ
く切ってから茹でる。
②ジャガイモは小さく切って茹で、熱いうちにつぶす。
③①と②を混ぜ、塩、コショウを振って混ぜたら成形する。
④小麦粉、卵、パン粉の順に衣をつけ、180℃に熱した油
で、きつね色になるまで揚げたら、できあがり。

作り方

エダマメコロッケ

材料（6個分）

SHOKU NOU

マ
メ
科
ダ
イ
ズ
属
。

原
産
地
は
中
国
で
、
日

本
へ
は
縄
文
時
代
ま
た

は
弥
生
時
代
に
伝
わ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
海
外
で
も

「
E
D
A
M
A
M
E
」
と

呼
ば
れ
、
健
康
食
と
し
て

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

エ
ダ
マ
メ
は
収
穫
後
、

ビ
タ
ミ
ン
や
糖
度
が
減

少
し
、
ど
ん
ど
ん
味
が

落
ち
て
い
き
ま
す
。
購

入
後
は
、
す
ぐ
に
茹
で

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

エ
ダマメ

エ
ダ
マ
メ
は
、
大
豆
が
未
熟
な
緑
色
の
状

態
の
と
き
に
収
穫
し
た
も
の
で
、エ
ダ
マ
メ

が
完
熟
す
る
と｢

大
豆｣

に
な
り
ま
す
。エ

ダ
マ
メ
は
野
菜
で
あ
り
な
が
ら
大
豆
に
近
い

成
分
を
含
ん
で
い
る
た
め
、と
て
も
栄
養
価

の
高
い
野
菜
で
す
。

エ
ダ
マ
メ
の
旬
は
6
月
か
ら
9
月
頃
。

一
般
的
に
出
回
っ
て
い
る
の
は
、さ
や
も
豆
も

緑
色
で
う
ぶ
毛
が
白
い
「
白
毛
豆
（
青
豆
）」

で
す
。そ
の
他
に
「
茶
豆
」や
「
黒
豆
」な
ど

の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
中
で
も
さ
ら

に
多
く
の
品
種
が
あ
り
、現
在
で
は
4
0
0

品
種
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ダ
マ
メ
は
、良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
や
ビ

タ
ミ
ン
、ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
似
た
働
き
を

す
る
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
や
抗
酸
化
作
用
の

あ
る
大
豆
サ
ポ
ニ
ン
を
含
ん
で
い
ま
す
。さ

ら
に
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
上
昇
抑
制
に
有

効
と
い
わ
れ
て
い
る
レ
シ
チ
ン
も
含
ん
で
お

り
、生
活
習
慣
病
の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

購
入
の
際
は
、さ
や
が
き
れ
い
な
緑
色
で

う
ぶ
毛
が
濃
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。ま

た
、さ
や
が
ふ
っ
く
ら
と
し
て
、粒
の
大
き
さ

が
そ
ろ
っ
て
い
る
も
の
が
良
品
。実
が
大
き
く

な
り
過
ぎ
た
も
の
は
、香
り
が
薄
く
食
味
が

落
ち
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。エ
ダ
マ
メ
は
と
に

か
く
鮮
度
が
重
要
な
の
で
、す
ぐ
に
茹
で
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。茹
で
る
前
に
さ
や
の
両

端
を
少
し
切
っ
て
お
く
と
、塩
味
が
豆
に
染
み

込
み
や
す
く
な
り
ま
す
。ま
た
、余
熱
も
考

慮
し
て
茹
で
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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農作業
ノート

ハイマダラノメイガ幼虫ハイマダラノメイガ成虫

ハイマダラノメイガは、古くからダイコンシンク
イムシとして知られていますが、最近夏季～初秋の
キャベツやブロッコリー等のアブラナ科の野菜で被
害が目立つ害虫です。幼虫がいろいろな作物の芯部

（生長点）を食害するため、特に幼苗期では 1 匹で
も加害を受けるとその株がダメになってしまい、被
害が大きくなります。キャベツやブロッコリーでは、
定植前～定植時に被害を受けると生長点が食害され
るため、生育が停止します。

その後被害株は多数のわき芽が発生し、正常な収
穫が見込めなくなります。

被害が多い作物

ダイコン、キャベツ、ブロッコリー、ハクサイ、コ
マツナなどのアブラナ科の野菜、フウチョウソウ科
のクレオメなどに発生します。

発生の生態

・終齢幼虫は15㎜程度、胴部は乳白色の地色に褐
色の縦縞があり、頭部は黒色です。

・成虫は、翅が薄茶～褐色の波紋があり、前翅長9㎜
で三角のジェット機のような外形をしています。

・発生の生態は、不明な点がありますが、関東以  
西の各地では、5月頃から成虫の飛来が見られる
ことから、成虫は暖地からの飛来によると考えら
れています。また、関東地域では冬季には死亡し、

越冬する個体はほとんどいないと考えられています。
・成虫は、ダイコンでは1株当たり1～10数卵株

元の茎、葉に産卵します。一匹の雌の産卵数は、
100～200卵と推定されます。産み付けられた
卵は、3～5日後に孵化し、中心葉の柔らかい葉
肉内に潜り込んで食害し、成長すると生長点近
くの芯部に食入します。

・幼虫は成熟すると地表部近くに降り、土や砂、
葉片で糸を綴って繭を作り、この中で蛹化しま
す。蛹は6～13日で羽化し、羽化後2～3日後よ
り産卵を始めます。卵～羽化・産卵までを約１
か月で経過し、年間4～5世代繰り返すと考えら
れています。
発生しやすい条件
・夏季が高温少雨で残暑の厳しい年。
・夏季特に8月から9月上旬に被害が大きい。
・夏季に播種するダイコン、夏季に播種、定植を

行うキャベツやブロッコリー、ハクサイ等に被
害が目立ちます。
防除対策
・夏季が高温少雨の年は多発生が予想されるので、

播種、定植を9月中旬以降にずらす。
・夏季（7月～9月上旬）に播種、育苗を行うキャベ

ツやブロッコリー、ハクサイ等は寒冷紗やサン
サンネット等でトンネル被覆を行い、成虫の侵
入を防ぎます。

・ トンネルの裾は土中に埋め、成虫や幼虫が侵入で
きる隙間をなくします。また、成虫の飛来が見ら
れる場合は、育苗中に1～2回薬剤防除を行います。

・夏季播種（8月～9月上旬播種）のダイコンは、ア
ブラムシ飛来防止を兼ねて寒冷紗等でトンネル
被覆を行います。

・多発が予想される場合は、播種時や定植時に薬
剤を処理します。その後、被害が見られなくな
る時期（9月中旬頃）まで、定期的に防除します。

営農技術顧問
衣巻　巧

ハイマダラノメイガ
（ダイコンシンクイムシ）
について

※ JAでは、本欄で執筆している営農技術顧問による営農相談コーナーを開いています。
　病害虫被害の場合は、被害作物をお持ちいただくと助かります。開催日は22ページをご参照ください。

キャベツ被害（幼虫） ブロッコリー被害
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9月の運勢 モナ・カサンドラ

農
協
改
革

●農林水産省「農協の自己改革に関するアンケート調査」掲載先（農林水産省ＨＰ）
　http://www.maff.go.jp/j/keiei/sosiki/kyosoka/k_kenkyu/index.html

組合員に取り組み内容を説明する支店長

～ 

農
水
省
実
施
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
強
化 

～

【全体運】物事を悪い方に考えそう。
あまり深刻にならず、失敗しても笑
い飛ばしてしまうぐらいが正解。
ハーブティーが吉
【健康運】ストレスを感じがち。適度
な気晴らしを
【幸運の食べ物】サンマ

【全体運】レジャー運が活性化。気の
合う仲間と遊びに出掛ければ、大い
に楽しめます。クリエーティブな活
動にもツキ
【健康運】運動に励むのに最適。体
力アップが可能
【幸運の食べ物】サツマイモ

【全体運】珍しく感情的になりやす
いかも。人の行動に口出しすると、
トラブルを招くので、ご用心。笑顔
を心掛けて
【健康運】運動不足気味。小まめに
動けば好変化が
【幸運の食べ物】アシタバ

【全体運】好奇心を刺激されること
があったら、とことん調べてみると
グッド。新しい趣味や習い事を始め
るのも刺激大
【健康運】うっかりしやすい月。けが
に気を付けて
【幸運の食べ物】昆布 

【全体運】ゆったり過ごせる期間。趣
味や好きなことに時間を費やせば、
充実感を味わえそう。部屋の模様替
えもお勧め
【健康運】食べ過ぎに注意。栄養バ
ランスも大切に
【幸運の食べ物】ミョウガ

【全体運】新しいことにチャレンジす
る好機。未体験の事柄でも思い切っ
てやってみる価値あり。新発売の商
品にも注目を
【健康運】スポーツを楽しめば、体調
が上向きそう
【幸運の食べ物】シイタケ

【全体運】サービス精神を発揮する
と、対人運が好転するはず。面倒見
よく接してみて。気分転換にはマッ
サージが効果的
【健康運】気持ちにゆとりを持つこ
とで、好影響大
【幸運の食べ物】ごま

【全体運】コミュニケーション運上
昇。初対面の人とも楽しく話せま
す。新しいタイプの友人をつくれ
ば、世界が広がりそう
【健康運】口コミで有益情報をゲッ
ト。試してみて
【幸運の食べ物】イチジク

【全体運】発想力が乏しくなり、良い
アイデアが浮かびにくい時期です。
周囲の意見に耳を傾けることで、意
外なヒントが 　　　　
【健康運】疲れをため込みやすい。
しっかり休息を
【幸運の食べ物】トウガン

【全体運】アクティブになれる月。積
極的な行動がチャンスを育てるきっ
かけに。また、ふとしたひらめきに
も幸運の予感
【健康運】心穏やかに過ごすことで、
体調を整えて
【幸運の食べ物】シメジ

【全体運】文句が多く、トラブルメー
カーになりやすい暗示。悪いところ
ではなく、長所に目を向けて。玄関
掃除で開運を
【健康運】生活リズムが乱れがち。寝
不足は避けて
【幸運の食べ物】チンゲンサイ

【全体運】状況判断を間違えやすい
よう。大事なことほど即決はせず、
人のやり方を参考にして。リフレッ
シュには観劇へ
【健康運】ストレッチなどで軽く体を
伸ばすと◎
【幸運の食べ物】梨

おひつじ座 3/21～4/19 おうし座 4/20～5/20 ふたご座 5/21～6/21 かに座 6/22～7/22

しし座 7/23～8/22

いて座 11/23～12/21

おとめ座 8/23～9/22

やぎ座 12/22～1/19

てんびん座 9/23～10/23

みずがめ座 1/20～2/18

さそり座 10/24～11/22

うお座 2/19～3/20

農
林
水
産
省
は
6
月
19
日
に「
農
協
の
自
己
改
革

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」の
結
果
を
公
表
し
ま

し
た（
結
果
の
詳
細
は
下
記
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）。
こ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、Ｊ
Ａ
が
取
り
組
む「
自
己
改
革
」

の
成
否
を
政
府
が
判
断
す
る
際
の
統
計
資
料
の
一
つ

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

毎
年
の
調
査
結
果
で
は
、Ｊ
Ａ
が
取
り
組
む「
自
己

改
革
」の
進
捗
状
況
な
ど
に
対
す
る
Ｊ
Ａ
と
担
い
手

農
業
者
と
の「
認
識
の
差（
ギ
ャ
ッ
プ
）」の
度
合
い
が

注
目
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、平
成
30
年
度
調
査
結
果

で
は
前
年
度
に
比
べ
差
は
縮
小（
改
善
）し
た
も
の

の
、縮
小
幅
は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
お

り
、現
在
、Ｊ
Ａ
で
は
さ
ら
な
る
改
善
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、「
組
合
員
の
皆
さ

ま
と
の
対
話
」を
強
化
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

当
Ｊ
Ａ
で
も
、８
月
末
ま
で
に
全
て
の
正
組
合
員
の
皆

さ
ま
に
対
し
て
幹
部
職
員
が「
自
己
改
革
」の
進
捗
状

況
な
ど
を
説
明
す
る
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

な
お
、今
回
の
訪
問
活
動
で
使
用
し
て
い
る
説
明

資
料『「
農
協
改
革
」・「
自
己
改
革
」へ
の
挑
戦
Ⅱ
』は
、

「
自
己
改
革
」の
成
果
を「
目
に
見
え
る
形
で
お
示
し

す
る
」工
夫
を
施
し
作
成
し
ま
し
た
の
で
、改
め
て
ご

覧
い
た
だ
き
、「
自
己
改
革
」に
対
す
る
率
直
な
評
価

な
ど
を
役
職
員
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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このコーナーでは、身近な出来事など､皆さまからお便りをお待ちしております。
お便りをいただいた方およびクロスワードパズルにお答えいただいた方の中から
抽選で5人の方に、セレサモス等で使える農協全国商品券1,000円分をプレゼント
します。送付方法は郵送で、郵便番号､ 住所､ 氏名（匿名の方はペンネームを添えて）､
年齢､ 電話番号を記入し、右記まで送付してください。なお、写真の掲載を希望
される方は､ プリントを封書でご送付ください。
※匿名を希望される場合は、必ずペンネームをお書き添えください。
※個人情報保護法に基づき､ 応募された方の個人情報は賞品発送以外には使用しません。

◆応募方法◆ お
寄
せ
頂
い
た
ご
感
想
、イ
ラ
ス
ト
等
は

本
誌
で
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
電
流
を
流
し
た
り
切
っ
た
り
す
る
装
置

④
深
谷
、
下
仁
田
、
九
条
と
い
え
ば

⑥
膝
よ
り
下
、
く
る
ぶ
し
よ
り
上

⑦
野
山
を
耕
し
て
田
畑
に
す
る
こ
と

⑨
鉄
棒
や
跳
び
箱
を
使
っ
て
行
う
○
○
体
操

⑪
木
を
育
て
た
り
切
り
出
し
た
り
加
工
し
た
り
す
る
仕
事

⑭
体
の
90
％
以
上
が
水
分
だ
と
い
う
、
水
に
す
む
生
き
物

⑯
年
下
の
女
き
ょ
う
だ
い

⑲
田
楽
に
し
て
も
お
い
し
い
紫
色
の
実
野
菜

⑳
あ
、
お
い
し
そ
う
。
ひ
と
○
○
ち
ょ
う
だ
い
！

㉑
カ
イ
コ
の
繭
か
ら
作
り
ま
す

タテのカギ
①
十
五
夜
に
飾
る
植
物

②
米
の
収
穫
作
業
の
一
つ

③
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
表
示
で
は
「
Ｂ
」

④
よ
く
飼
わ
れ
て
い
る
ペ
ッ
ト
な
ん
だ
ニ
ャ

⑤
石
原
裕
次
郎
と
牧
村
旬
子
の
デ
ュ
エ
ッ
ト

曲
「
○
○
の
恋
の
物
語
」

⑧
○
○
足
り
て
礼
節
を
知
る

⑩
和
風
の
携
帯
薬
入
れ
。
黄
門
様
の
ド
ラ
マ
で

お
な
じ
み
で
す

⑫
恋
愛
運
や
金
運
な
ど
を
見
て
も
ら
い
ま
す

⑬
カ
ラ
オ
ケ
店
で
離
さ
な
い
人
も
い
ま
す

⑮
招
く
人
が
ホ
ス
ト
な
ら
、
招
か
れ
る
人
は

⑰
月
の
模
様
は
ウ
サ
ギ
が
こ
れ
を
つ
い
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
と
か

⑱
佐
渡
島
に
保
護
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
鳥

ヨコのカギ

サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン

応
募
総
数
49
通

当
選
者
5
人
の
発
表
は
賞

品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
住
所
・
氏
名
等
の
記
入
忘

れ
が
あ
る
場
合
は
正
解
し

て
も
無
効
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

6
月
号
の
こ
た
え

◎締切　9月18日（火）必着

元
気
い
っ
ぱ
い
！

上
作
延
支
店
で
職
員
が
愛
情
込
め
て
育

て
た
ミ
ニ
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
、
来
店
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

先
人
の
功
績
を
語
り
継
ぐ

高
津
区
久
末
の
妙

法
寺
で
は
７
月
24
日
、

江
戸
時
代
に
年
貢
の

減
免
を
求
め
て
命
を

奪
わ
れ
た
先
人
を
語

り
継
ぐ
義
民
地
蔵

三
百
二
十
六
回
供
養

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約

30
人
が
参
列
し
、住
職

の
読
経
と
と
も
に
焼
香

し
て
先
人
の
犠
牲
を
悼

み
ま
し
た
。

つ
い
に
咲
い
た
！

川
崎
区
小
田
の
金
子
孝
子
さ
ん
宅
の
庭

で
、
数
十
年
に
一
度
だ
け
開
花
す
る
リ
ュ

ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
が
咲
き
ま
し
た
。

投
稿
の
お
礼

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ご
感
想
等
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
広
報
課
）

①〒・住所・氏名・

   年齢・電話番号

②クロスワードパズル

　の答え
③本誌やＪＡへの

　ご感想・イラスト等

④農業やＪＡに関する

　身近な疑問等

川
崎
市
宮
前
区
宮
崎
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作
っ
て
み
ま
し
た

「
食
＆
農
」の
記
事
を
読
み
、ピ
ー
マ
ン
と

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
肉
炒
め
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、あ

ま
り
食
べ
な
い
主
人
が
よ
く
食
べ
て
く
れ
ま

し
た
。
切
り
方
を
工
夫
す
る
の
も
良
い
方
法

だ
と
思
い
ま
す
。　　

  （
中
原
区・川
口
さ
ん
）

心
が
温
ま
り
ま
し
た

「
ひ
ゅ
う
ま
ん
」の
記
事
を
読
み
、
町
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
る
三
橋
さ
ん
に
感
動
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　

 （
川
崎
区・千
葉
さ
ん
）

縁
起
の
良
い
花
が
！

高
津
区
下
作
延

の
木
所
道
明
さ
ん
宅

で
、珍
し
い
サ
ン
ス
ベ

リ
ア
の
花
が
咲
き
ま

し
た
。
サ
ン
ス
ベ
リ
ア

の
花
言
葉
は「
永
久・

不
滅
」で
、縁
起
の
良

い
植
物
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

重
宝
し
て
い
ま
す

毎
月
機
関
誌
を
愛
読
し
て
い
ま
す
。
農
家

の
情
報
と
活
動
が
身
近
に
発
信
さ
れ
て
い
て
、

消
費
者
に
は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、お
と
こ
の
料
理
教
室
な
ど
に
は
初
回
か
ら

参
加
し
、他
の
参
加
者
と
の
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。          　

       （
高
津
区・若
槻
さ
ん
）
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JAからのお知らせ

大特価セールで営農支援
　サマーセールを7月21日から3日間、経済センター店とパー
シモンで開き、567人の来店者でにぎわいました。
　同セールでは、店舗の在庫商品を10％割引した他、目
玉商品として特別仕入れ商品の肥料や農薬などを最大
30％割引で販売。
来店者は、ＪＡ職
員から商品の効
果やメリットなど
の説明を受けな
がら大特価商品
を次 と々買い求め
ました。

振り込め詐欺未然防止で感謝状
　振り込め詐欺による被
害を未然に防いだことで7
月23日、小田支店の藤田
太一職員に川崎警察署
長より感謝状が贈られま
した。ＪＡでは今後も詐欺
被害の未然防止に努めて
まいります。

農業やJAに関する
身近な疑問等をお寄せください

使用済みの農業用品の処理に困っています。ＪＡでは回収処理など
の対応は行っているのでしょうか。Q

A

Q 広場&A教えてJA！ 

なるほど。
次回利用させて
もらいます。

ＪＡでは、不適切な焼却や投棄等によって引き起こされる地域環境
汚染を防止するとともに、管内農業の維持に配慮した営農活動の奨

励施策として、使用済みの①農業用品（廃プラスチック・廃ビニール・素焼き
鉢）、②農薬（使用期限切れの農薬・使用禁止農薬・空容器）の適正回収処理を
実施しております。今年度は2回、職員が①では黒川営農団地管理倉庫と子母
口JA書庫センター、②では黒川営農団地管理倉庫とアグリベースにて回収を
行います。次回は①が9月5、6日、②が8月22日と来年1月23日です。詳細は
組合員支部回覧でお知らせしますのでご確認いただき、ぜひご利用ください。

少年野球大会でスポーツ振興に貢献
地域におけるスポーツ振興への取り組みとして、7月14

日と15日の両日、中原区上丸子の河川敷で第5回ＪＡセレ
サ川崎杯少年野球大会を開催しました。当日は猛暑の中、
地元の小学生約190人が参加し、熱戦を繰り広げました。

ＪＡは、参加者全
員に爽快クールタオ
ルをプレゼントした
他、ホームラン賞や
支店長賞などの記念
品を準備。また、横
断幕を掲示し、大会
を盛り上げました。資材を積み込む職員

感謝状を受けた藤田職員

晴れの入賞者  
敬称略（　）内住所

そ菜部高津支部第39回枝豆品評会
7月3日　高津支店　出品点数16点

▽優秀賞＝湯あがり娘･髙橋信一（坂戸）

第21回ＪＡセレサ川崎夏季農産物品評会
7月7日　セレサモス宮前店　出品点数186点

▽優秀賞＝ナス･持田栄一（東有馬）､トマト･松井秋彦（初山）､
ジャガイモ･筒井正彦（野川）､タマネギ･髙橋清一（坂戸）､

ミニトマト･森みどり（久末）

そ菜部幸中原支部えだまめ立毛共進会
7月10日　区内巡回　出品点数7点

▽特選＝湯あがり娘･鹿島弘久（下小田中）

平成30年度川崎市ナシ立毛共進会
7月20日　市内巡回　出品点数42点

▽特選＝幸水･白井正壽（菅稲田堤）､同･川名徹（野川）､
幸水･豊水･あきづき･長瀬博明（井田中ノ町）､
幸水･豊水･あきづき･新高･安藤剛志（菅北浦）

平成30年度川崎市ナス立毛共進会
7月24日　市内巡回　出品点数12点

▽特選＝とげなし千両2号･持田栄一（東有馬）

平成30年度川崎市ブドウ立毛共進会
7月25日　市内巡回　出品点数5点

▽特選＝巨峰･藤稔･ブラックビート･白井正壽（菅稲田堤）

万一に備えて講習会
　普通救命講習を7月20日と23日、本店で開き、2日間で
23人の参加者が救命方法などの知識を深めました。
　20日には、ＨＰなどで募集した市民やＪＡ職員10人が参加。
川崎市消防防災指導公社
の滝澤友康氏らが講師を
務め、心肺蘇生の流れな
どについて説明しました。
その後、訓練用の人形に
救命処置を施し、胸骨を圧
迫するテンポやＡＥＤ操作
などについて学びました。 ＡＥＤの操作を学ぶ参加者

熱戦が繰り広げられた野球大会
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セレサモス
出荷者紹介
セレサモス
出荷者紹介『

モス
ぴー』のファーマーズマーケット

❶住所　❷出荷店舗　❸主な出荷品目 ※（ ）は出荷登録者名

❶麻生区黒川
❷麻生店
❸トマト・ナス・ピーマンなど

年間15品目ほどの野菜と花を栽培しています。今
年は初めて赤や黄色などカラフルなミニトマトに挑戦。
環境モニタリングシステムを活用し、スマートフォンで
温室内の温度などを24時間管理しています。8月から
出荷していますので、ぜひ手に取ってみてください。

出荷者のコメント

❶高津区久末
❷宮前店
❸トマト・キュウリ・ナスなど

30年ほど前に就農し、消費者のニーズが高い定番野
菜を中心に約20品目の野菜を露地と温室で栽培して
います。トマトは完熟の状態で出荷しているため、お客
さんからは「甘くておいしい」と好評。8月下旬からは
ナスや水ナスがおすすめです。ぜひご賞味ください。

出荷者のコメント

❶宮前区馬絹
❷宮前店
❸菊・ヒマワリ・ルリタマアザミなど

「四季折々の花を楽しんでほしい」との思いで、110㌃
の畑で年間30品目ほどの花きを栽培しています。
アレンジメントのレパートリーを増やすため、色数にこ
だわり、毎年新しい品種にも挑戦しています。ぜひ手
に取っていただき、鮮やかな花々をお楽しみください。

出荷者のコメント

小泉 秀民さん

❶麻生区黒川
❷麻生店
❸トマト・ブロッコリー・柿など

年間約40品目の野菜と果樹を栽培しています。早
期の出荷と土壌に合う良質な苗を作るため、すべての
野菜を種から手掛け、毎日天候の変化に合わせ水の量
を調整します。10月以降は、ブロッコリーやキャベツが
おすすめ。ぜひ食べてみてください。

出荷者のコメント

市川 悟さん

（市川 ゆみさん）

森 恭一さん

（森 勝夫さん） 野島 昇さん

セレサモスからのお知らせ

第4回定例理事会　7月17日（火）��� 本店で開催理事会だより イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セレサのDATA�（7月31日現在）
購買品供給高� 3億93百万円
販売品取扱高� 4億82百万円
施設事業契約高� 17億�49百万円
貯金� 1兆4,925億円
貸出金� 5,417億円
長期共済保有高� 1兆6,815億円
年金共済保有高� 346億円
組合員数� 67,446人
うち正組合員� 5,471人
准組合員� 61,975人

9月の経営相談会（法律経営）
■ 4日（火） 9：30～11：30�向丘支店

13：30～15：30中原支店
■11日（火）13：30～15：30みなみ支店
■18日（火） 9：30～11：30�橘支店

13：30～15：30中原支店
■25日（火）13：30～15：30�稲田支店
■29日（土） 9：30～11：30�梶ヶ谷ビル
相談時間は原則30分程度。予約制。
ご予約は相談会の前営業日16：00までに
各会場支店の総合相談担当まで。
（梶ヶ谷ビルは本店資産相談課まで）
土曜日の相談会については、ご予約が
ない場合は開催いたしません。

9月の営農相談コーナー
●経済センター店
　（宮前区有馬�2-13-1）
　5日（水）、7日（金）、12日（水）、
���14日（金）、19日（水）、26日（水）
●資材店舗パーシモン
　（麻生区片平2-30-15）
　4日（火）、6日（木）、11日（火）、
　18日（火）、20日（木）、25日（火）
●時　間　9：00～16：00
●相談員　ＪＡの営農技術顧問
●その他　予約は不要です。

9月のセレササロン
■ 6日（木）中原支店
■ 12日（水）高津支店
■ 26日（水）生田支店
●内　容　アロマキャンドル
●会　費　1,000円
●対　象　おおむね60歳以上の方
お問合せ・お申込み
本店生活福祉課（TEL�044-877-2509）

9月の休日住宅ローン相談会
■ 22日（土）
鹿島田支店、中原支店、上作延支店、
稲田支店､ 柿生支店
■ 23日（日）
子母口支店、生田支店、新百合丘支店
開催支店または下記ホームページか
らご予約のうえ、ご来場ください。
ご予約がない方はお待ちいただくこと
がございます。
※時間は9：00～15：00

9月の年金無料相談会
■ 2日（日）小田支店
■ 4日（火）柿生支店
■ 6日（木）上作延支店
■ 11日（火）稲田支店
■ 20日（木）� 菅支店
開催支店または下記ホームページから
ご予約のうえ、ご来場ください。

9月の遺言信託個別相談会
■ 6日（木）高津支店
■ 12日（水）宮前支店
■ 13日（木）向丘支店
■ 26日（水）日吉支店
●時　間　9：00～16：00
●相談員　ＪＡ神奈川県信連の財務
　　　　　コンサルタント等
・�相談時間は原則1時間30分まで。
・�ご相談無料・予約制・秘密厳守。
・�ご予約は相談会の前々営業日�
16：00までにお近くの支店まで。

※開催日に都合がつかない場合は、
お気軽にお近くの支店までお問合
せください。�

※ＪＡ神奈川県信連�信託代理店
ＪＡセレサ川崎�本店金融推進部�　
　　　　（TEL�044-877-2140）

当ＪＡが行う遺言信託代理業務は契
約締結の媒介です。

セレササービスのご案内
第３回人形供養祭を開催します
【 日 程 】10月20日（土）

9：00～13：30人形受付
14：00～14：30供養祭（神式）

【 場 所 】ＪＡセレサ梶ヶ谷ビル�
高津区梶ヶ谷2-1-7

【供養料】1体 100円
ガラスケース：500円（一家族）
ひな壇：500円（一家族）

【連絡先】セレササービス（株）

（TEL�0120-3096-56）

◀ J Aセレサ川崎 ホームページ　 http://www.jaceresa.or.jp/

組
合
員
の
皆
さ
ま
へ　
組
合
員
資
格
に
変
更
の
あ
る
場
合
は
、
当
Ｊ
Ａ
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

�【報告事項】
■農業総合支援対策事業報告
　対象期間：4月1日～6月30日（第一四半期）

　 件数
農機購入 214
ハウス設置 15
ハウス補修 43

ハウス内システム設置 8
合計 280

■家の光年間購読特別推進運動
目 標 部 数：1,900部
推 進 期 間：8月1日（水）～9月7日（金）
推進対象者：組合員、女性部員等

【協議事項（今後実施すること）】
■窓口順番案内機（EYE-QUE）の更新
　各支店に設置してある窓口順番案内機は稼働開始か
ら11年を経過し、現在使用している単機能機から来店
客が目的とする業務ごとに案内できる高機能機に更新
し、窓口業務の改革をはかっていく。また、業務内容の
所要時間による振分けにより顧客の待ち時間の短縮に
繋がり、顧客満足度の向上をはかる。
作業スケジュール：9月��窓口順番案内機更新工事（予定）

営業時間のご案内
●支店窓口　平日9：00～15：00
●ＡＴＭ　8：00～21：00
（セレサモス麻生店は営業時間内の稼働）
●経済センター店
　平日・土日9：00～16：30
　※祝日は休み
●資材店舗パーシモン
　平日・土日9：00～16：30
　※祝日は休み
●セレサモス麻生店　10：00～18：00
●セレサモス宮前店　10：00～18：00
　※渋滞緩和のため開店時間を早め
　　る場合があります。
　　（定休日：水曜・年末年始他）

他11項目を協議決定他20項目を報告
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の畑で年間30品目ほどの花きを栽培しています。
アレンジメントのレパートリーを増やすため、色数にこ
だわり、毎年新しい品種にも挑戦しています。ぜひ手
に取っていただき、鮮やかな花々をお楽しみください。

出荷者のコメント

小泉 秀民さん

❶麻生区黒川
❷麻生店
❸トマト・ブロッコリー・柿など

年間約40品目の野菜と果樹を栽培しています。早
期の出荷と土壌に合う良質な苗を作るため、すべての
野菜を種から手掛け、毎日天候の変化に合わせ水の量
を調整します。10月以降は、ブロッコリーやキャベツが
おすすめ。ぜひ食べてみてください。

出荷者のコメント

市川 悟さん

（市川 ゆみさん）

森 恭一さん

（森 勝夫さん） 野島 昇さん

セレサモスからのお知らせ
セレサモス麻生店
旬を迎えた「多摩川梨」が出荷され、

「豊水」など多数の品種が並んでいます。
また、毎年好評の「多摩川梨フェア」も
開催します。今年は日照時間が長く、例
年より早い収穫期を迎えていますので、
品種や日程につきましてはホームペー
ジもしくは店頭にてご確認ください。
皆さまのご来店を心よりお待ちして
おります。

9月の出張販売
��6日（木）11：00～小向支店　
20日（木）11：00～みなみ支店

お米の日
【麻生店・宮前店】
毎週金・土曜日は1銘柄を2割
引で販売いたします。
※割引制度については、予告な
く変更する場合があります。

☆セレサモスの駐車場について
警察署からの要請により、路上で
の入場待ちは一切できません。

セレサモス宮前店
旬を迎えた「多摩川梨」が出荷され、

「豊水」など多数の品種が並んでいます。
贈答用化粧箱もご用意。大切な方への
贈り物にぜひご利用ください。
また、ナスが数多く出荷される予定で
す。さっぱりとした浅漬けや焼きナス
などにしてみてはいかがでしょうか。
皆さまのご来店を心よりお待ちして

おります。
所 在 地：川崎市麻生区黒川172
電　　話：044-989-5311
営業時間：〈4月～10月〉10：00～18：00
※渋滞緩和のため開店時間を早める場合があります。
定 休 日：毎週水曜日、年末年始他

所 在 地：川崎市宮前区宮崎2-1-4
電　　話：044-853-5011
営業時間：〈通年〉10：00～18：00
※渋滞緩和のため開店時間を早める場合があります。
定 休 日：毎週水曜日、年末年始他
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・ジャガイモ…5 個
・サヤインゲン…80ｇ
・だし汁…400ml
・酒…大さじ 2
・砂糖…大さじ 1.5
・みそ… 大さじ 2
・みりん…大さじ 2
・サラダ油…大さじ 1
・ショウガ…1 片
・豚挽き肉…200ｇ
・豆板醤…小さじ 1
・バター…10ｇ
・白髪ネギ…適量

高津区二子  斉藤　千代子さん
バターを加えることでまろやかな味わ
いになり、豆板醤を多めに入れるとピ
リッとした辛さが引き立ちます。ご飯の
おかずやお酒にも合いますので、一味
違った肉ジャガをぜひお試しください。

ワ ン ポ イ ン ト ア ド バ イ ス

作り方

材料 （2～3人分）

みそバタ肉ジャガ

JAセレサ川崎　機関誌
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Let's cook

DISH
UP!

�❶  皮をむいたジャガイモを4等分にし、面取りして水にさらす。

��❷  サヤインゲンを茹でて半分に切る。★は合わせておく。

���❸�鍋にサラダ油を熱し、みじん切りにしたショウガを
炒め、香りが出たら①と豚肉を加えて中火で炒める。

�❹  ③に★を加え、落し蓋をして弱めの中火で10～15分
ほど煮込む。

�❺ ジャガイモがやわらかくなったら、強火にして煮汁
を絡め、汁気がなくなったら豆板醤とバターを加
えて混ぜ合わせる。

�❻ ⑤を器に盛り付け、サヤインゲンと白髪ネギを
のせたら、できあがり。

★｛


